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おしらせHOTコーナー　案内・催し 
  　

「
失
業
な
き
労
働
移
動
」
を
目
指
し
、

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
出
向
・
移
籍
・

転
職
の
あ
っ
せ
ん
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
人
材
を
送
り
出
す
企
業
と
人
材
を
受
け

入
れ
る
企
業
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
出

向
・
移
籍
支
援
事
業
や
在
職
者
の
転
職
相

談
も
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

I

譛
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務

所
蕁
０４８
・
６４２
・
１
１
２
１
 

  　
県
外
校
の
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
 

C

県
外
の
全
日
制
高
等
学
校
・
県
外
の
特

別
支
援
学
校
に
通
学
す
る
県
内
在
住
の
生

徒
と
そ
の
保
護
者
の
世
帯
の
う
ち
、
収
入

が
一
定
額
を
下
回
る
世
帯
や
、
保
護
者
が

失
業
し
て
し
ま
っ
た
世
帯
 

D

授
業
料
軽
減
補
助
。
詳
し
く
は
、
生
徒

の
在
籍
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
案
内
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
 

H
９
月
２５
日
〜
１１
月
９
日
ま
で
 

I
県
学
事
課
蕁
０４８
・
８３０
・
２
７
２
５
 

  　
県
で
は
、
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
支
援
や
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

に
熱
心
に
取
り
組
む
企
業
・
事
業
所
を
表

彰
す
る
「
埼
玉
県
あ
っ
た
か
子
育
て
企
業

賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
 

　
大
賞
（
１
社
）
、
奨
励
賞
（
複
数
社
）

を
決
定
し
、
１０
月
に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。
 

H

自
薦
ま
た
は
他
薦
に
よ
り
８
月
３１
日
ま

で
に
、
県
勤
労
者
福
祉
課
（
蕁
０４８
・
８３０
・

４
５
１
３
、
電
子
メ
ー
ルa4510-02 

@
pref.saitama.lg.jp

）
へ
。
応
募
用
紙
は

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.pref. 

saitama.lg.jp/A07/BL00/kosodate/ 
kigyosyo.htm

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
 

  　
県
で
は
、
民
間
教
育
訓
練
機
関
や
大
学

に
委
託
す
る
３
カ
月
の
職
業
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
訓
練
で
は
、
就
職
を
目
的
と
し
て

知
識
・
技
能
の
習
得
、
資
格
の
取
得
を
支

援
し
ま
す
。
 

C
一
般
求
職
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
等
 

D

医
療
事
務
・
２
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
４
コ
ー
ス
 

G
１
万
５
０
０
０
円
程
度
（
教
材
費
）
 

H

９
月
１０
日
ま
で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
草

加
（
蕁
９３１
・
６
１
１
１
）
ま
た
は
県
立
職

業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
蕁
０４８
・
６５１
・
３

１
２
２
）
へ
 

  　
県
で
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
検
査
を
行
う
制
度
を
開

始
し
ま
し
た
。
 

C

県
内
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
発
注

し
た
方
、
ま
た
は
請
け
負
っ
た
リ
フ
ォ
ー

ム
業
者
の
方
 

D

●
書
類
検
査
＝
工
事
の
前
に
契
約
書
や

図
面
が
適
切
か
を
検
査
　
●
現
場
検
査
＝

工
事
後
の
施
工
状
態
を
検
査
員
が
実
際
に

検
査
※
検
査
員
＝
建
築
的
な
知
識
と
経
験

の
あ
る
指
定
検
査
機
関
の
検
査
員
（
一
級

建
築
士
な
ど
）
 

H

県
指
定
検
査
機
関
（
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
ま
た
は
譛
さ
い
た
ま

住
宅
検
査
セ
ン
タ
ー
（
蕁
０４８
・
８２３
・
１
２

５
６
）
へ
 

I
県
住
宅
課
蕁
０４８
・
８３０
・
５
５
７
１
 

   　
請
求
期
限
は
、
平
成
２０
年
３
月
３１
日
で

す
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法
律
の

規
定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権

利
が
消
滅
し
ま
す
。
 

C

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
１７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
１
人
 

盧
弔
慰
金
の
受
給
権
者
 

盪
戦
没
者
等
の
子
 

蘯
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お
り
、

か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
、
次
の

①
〜
④
の
方
　
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

兄
弟
姉
妹
 

盻
右
記
蘯
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹
 

眈
右
記
盧
か
ら
盻
ま
で
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等

内
の
親
族
 

D
額
面
４０
万
円
、
１０
年
償
還
の
記
名
国
債
 

I
社
会
福
祉
課
蕁
A
３
１
６
・
８
２
２
 

   　
春
日
部
社
会
保
険
事
務
所
お
よ
び
越
谷

年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、
あ
な
た
の
年
金

記
録
が
確
認
で
き
ま
す
。
２４
時
間
利
用
可

能
な
「
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

や
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.sia.go.jp

）
で
も
確
認
で

き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
市
で
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ

の
年
金
記
録
照
会
の
取
り
次
ぎ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

I

春
日
部
社
会
保
険
事
務
所
（
春
日
部
駅

下
車
徒
歩
５
分
）
蕁
０４８
・
７３７
・
７
１
１
１
、

越
谷
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新
越
谷
駅
ビ

ル
『
ヴ
ァ
リ
エ
』
３
階
）
蕁
９８８
・
８
６
２

０
、
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
薔
０

１
２
０
・
６
５
７
８
３
０
、
市
国
保
年
金

課
蕁
A
２
１
２
・
２
１
７
 

       　
男
性
の
皆
さ
ん
、
料
理
の
楽
し
さ
や
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
調
理
法
方
を
楽

し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。
健
康
は
「
食
」
か

ら
で
す
。
 

A

９
月
１９
日
、
１０
月
１７
日
、
１１
月
２１
日
、

１２
月
１９
日
（
毎
回
水
曜
日
・
全
４
回
）
　

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
 

B
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
実
習
室
」
 

C
市
内
在
住
・
在
勤
で
４０
歳
以
上
の
男
性
 

（
料
理
初
心
者
大
歓
迎
）
 

E

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具
、
ス
リ
ッ
パ
 

F

２０
人
（
申
込
順
）
※
参
加
者
が
７
人
未

満
の
場
合
は
中
止
 

G

２
０
０
０
円
（
材
料
費
）
※
初
回
に
徴

収
。
欠
席
の
場
合
も
返
金
は
し
ま
せ
ん
。
 

H

８
月
３１
日
ま
で
に
電
話
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９３６
・
０
５
０
７
）
へ
 

  A

１０
月
２
日
〜
１１
月
２７
日
（
１０
月
９
日
を

除
く
毎
週
火
曜
日
・
全
８
回
）
　
午
後
７

時
〜
８
時
 

B
市
民
温
水
プ
ー
ル
 

D

浮
力
・
抵
抗
・
水
圧
・
水
温
と
い
う
水

中
運
動
の
特
性
を
利
用
し
、
水
中
ダ
ン
ス

を
中
心
と
し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
ま

す
。
泳
げ
な
い
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

F

４５
人
（
申
込
順
）
 

G
１
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）
 

H

８
月
１４
日
か
ら
電
話
予
約
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
へ
 

I
選
挙
管
理
委
員
会
蕁
A

２
６
４
 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
検
査
制
度
 

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
 

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ
 

―
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か
―
 

あ
な
た
の
年
金
記
録
が
 

確
認
で
き
ま
す
！
 

職
業
訓
練
の
お
知
ら
せ
 

私
立
学
校
父
母
負
担
軽
減
補
助
 

「
出
向
・
移
籍
・
転
職
」
を
サ
ポ
ー
ト
 

埼
玉
県
あ
っ
た
か
子
育
て
企
業
賞
創
設
 

　８月８日から佐賀県唐津市で行われる全国高等学校総合体育大会（イ
ンターハイ）のボート競技女子ダブルスカルの部に八潮高校ボート部の中
村実季さん（３年）、小松夕夏さん（２年）が出場することになりました。 
　２人ともボートを始めたのは高校に入学してからとのことですが、埼玉県
予選では、ほかの艇に約６秒もの差をつけて見事に優勝、インターハイの
出場権を得ました。 
　八潮高校ボート部は、学校の放課後や休日に中川や戸田ボート場で１
日３時間以上の練習をしているようですが、厳しい練習の積み重ねと「普
段から一緒に行動し、相手の気持ちをよく知ることを心がけて２人の呼吸
を合わせるようにしたこと」が県予選優勝という結果につながったとのこと
です。 
　「春の高校選抜大会は、悪天候で準決勝以上のレースが中止になり
残念だった。今大会は優勝を目指してがんばりたい。」　（中村さん） 
　「できることをすべてやって、予選落ちのないようにしたい。」（小松さん） 
とインターハイに向けての抱負を語っていただきました。 

八潮高校ボート部　中村さん（左）、小松さん（右） 

インターハイ出場！ 

むら 

なか 

み　 き こまつ  ゆ　か 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
 

投
・
開
票
結
果
 

　
７
月
２９
日
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
 

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

埼
玉
県
選
挙
区（
届
出
順
） 

比
例
代
表
区（
届
出
順
） 

男
性
の
料
理
教
室
 

候補者氏名 

合　計 

市内得票数 県内得票数 

沢田　哲夫 

高野　ひろし 

こうだ　邦子 

古川　としはる 

まつざわ　悦子 

山根　りゅうじ 

あやべ　澄子 

７０７ 

９，０５３ 

７，９１８ 

６，８０２ 

８１１ 

４，４３５ 

２，７３３ 

３２，４５９ 

７２，７５６ 

６２３，７２３ 

７４５，５１７ 

６８４，２７０ 

１０４，４０３ 

６６５，０６３ 

２７７，４４０ 

３，１７３，１７２ 

 

政　党　名 

合　計 

市内得票数 県内得票数 
維新政党・新党 
社会民主党 
公明党 
9条ネット 
共生新党 
日本共産党 
国民新党 
自由民主党 
民主党 
新党日本 
女性党 

９９　　 
１，１６３　　 
６，６３２.３８９ 
４８　　 
６９　　 

２，６７４　　 
５７８　　 
８，５４４.９６２ 
１１，１１４.６４４ 
８２２　　 
２８８　　 

３２，０３２.９９５ 

９，５０１　　 
１５５，６０５.６４２ 
４２３，８８４.１２９ 
１０，１７６　　 
６，２８４　　 

２６５，４９５.２８５ 
５９，９１６.８１０ 
８３３，５４３.１０７ 
１，２６０，４３７.８３９ 
９９，８７３.９８８ 
３０，４９２.８３６ 

３，１５５，２１０.６３６ 

市　内 県　内 

投票者数（人） 

当日有権者数（人） 

投票率（％） 

３３，００３ 

６１，９５１ 

５３．２７ 

３，２２７，６３８ 

５，７２８，０８２ 

５６．３５ 

無効票 

不受理・持ち帰り 

投票結果 

５４１ 

３ 

５４，３７９ 

８７ 

市　内 県　内 
投票者数（人） 
当日有権者数（人） 
投票率（％） 

３２，９９８ 
６１，９５１ 
５３．２６ 

３，２２７，１３１ 
５，７２８，０８２ 

５６．３４ 

無効票 
不受理・持ち帰り 

投票結果 

９６５ 
０ 

７１，７１０ 
２０９ 


